10000ｍ記録挑戦競技会結果　　11月24日　国立競技場
～五十嵐友也（2）が関東学連選抜選手レースで16名中10位～

～転倒にもめげず、東経大新記録で関東インカレ標準記録突破！～


 
 
五十嵐友也（２）が転倒しながらも29分台の東経大歴代新記録！

箱根駅伝関東学連選抜メンバーに選ばれている五十嵐友也（2）が箱根出場選手選考を兼ねた1万ｍ記録挑戦会の第13組に出場し29分57秒87の東経大新記録（学連選抜16名中10位）で走破しました。五十嵐が実際に箱根駅伝に出場する可能性は低いと思われますが、今回の結果は五十嵐本人にとってもチームにとっても大きな前進と言えます。
　また、昨日は学連選抜選考レース以外に出場した選手達も頑張り、出場17名中5名の選手が30分台以上で走り、10名の選手が自己ベストを更新しました。久々に練習でできていることが結果に繋げることが出来た競技会でした。僅かですがチーム力がアップしました。もっともっとレベルを上げていかなければ戦えません。
＝五十嵐友也（2）コメント＝

昨日は応援ありがとうございました。結果は自己ベスト+29分台+東経大新ということですごく良かった。しかし、狙っていた29分30秒には遠く及ばない記録になってしまい悔しかった。途中転倒するまではリズムに乗れていてかなり楽に走れていたのに転倒があってからリズムが崩れて駄目になってしまったのが本当に悔しかったし、もったいなかった。2週間後にもう一回10000mか5000mがあるのでそこでいい結果出したいと思います。
　監督会議への出席や取材が終わるまで待っていていただいてどうもありがとうございました。
第3組

 
 

スタート前の3選手　　　　38番・安藤（1）、後方が杉山（2）　　　　　山田（1）
杉山 俊紘 (３) 32'26"40
安藤 雅紀 (１) 30'45"36　自己ベスト！　関カレハーフ標準突破！
山田 嶺　 (１) 31'48"39　自己ベスト！

第4組

 
 

 40番・濱嶋（1）、41番・星（1）　　　　　　大木（2）　　　　　　　　　　早房（1）30分台達成！

 
 

　　ブロック長・八島（3）　　　　　　濱嶋（1）、星（1）　　　　選手に声援を送る長距離メンバー

八島 丈　 (３) 31'09"08　自己ベスト！
大木 敬太 (２) 31'53"97
早房 大輝 (１) 30'45"31　自己ベスト！　関カレハーフ標準突破！　
濱嶋 裕貴 (１) 31'34"14　自己ベスト！ 
星 雄太朗 (１) 31'48"73　自己ベスト！

６組

 
 

前方・桜井（1）、後方・大蒲（1）　　　　　　後藤（2）　　　　　　　　　　　　　　桜井（1）
後藤 駿 　(２) 32'06"19
大蒲 豪 　(１) 31'29"69　自己ベスト！
桜井 悠輔 (１) 33'05"39

７組

 
 

栃木（2）　　　　　　　　　　　　　井上（1）　　　　　　　9番・中村（1）、6番・橋本（2）
橋本 悠利 (２) 31'18"31　自己ベスト！
栃木 祐輝 (２) 31'08"32
中村 秀登 (１) 30'40"00　自己ベスト！　関カレハーフ標準突破！
井上 雄一 (１) 30'57"50

８組


　　　　　　　　吉﨑（2）
吉﨑 竜星 (2) 32'00"85

１３組

 
 

スタート前・緊張の面持ち　　　　　　　　　　　　　　序盤、この直後に転倒

 

　　　　　終盤、関東インカレハーフマラソン優勝の野本選手とデットヒート

五十嵐友也(2) 29'57"87　　　自己ベスト！　東経大歴代新記録！！　関カレ10000m標準突破！


現役選手10000ｍ記録ランキングベスト10（3年生以下）
1、 五十嵐友也（2） 29′57″87
2、 井上　雄一（1） 30′37″68
3、 中村　秀登（1） 30′42″07

4、 早房  大輝（1） 30′45″31

5、 安藤  雅紀（1） 30′45″36

6、 栃木　祐輝（2） 30′57″17

7、 四方田春樹（2） 30′58″45

8、 吉﨑　竜星（2） 30′59″00

9、 八島　　丈（3） 31′09″08

10、橋本　悠利（2） 31′18″31
10000ｍの記録を狙う意味

10000ｍの記録は20ｋｍの記録に直結します。来年の箱根駅伝予選会で戦えるチームにするには出場選手全員（12名）がこの10000ｍで30分台の記録を持っていることが最低の条件です。また、箱根駅伝に出場するためのもう一つの条件が毎年6月に開催されている全日本大学駅伝予選会に出場することです。

全日本大学駅伝予選会出場のための条件は、出場希望大学8名の10000ｍの合計タイムで上位20校に入ることです。昨年の20校目（平成国際大学）の8名の平均タイムは30分16秒、東経大の平均タイムは30分41秒となりました。12月9日の大東文化大学競技会では、選手の大半が再び10000ｍに挑戦します。




